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問題 1.
次の問いに答えなさい．

(1) 開区間 𝐼 ⊂ R, 𝑎 ∈ 𝐼, 𝑓 : 𝐼 \ {𝑎} → Rに対し，
𝑓 (𝑥) → 𝐴 (𝑥 → 𝑎)の定義を述べなさい．

(2) 開区間 𝐼 ⊂ R, 𝑎 ∈ 𝐼, 𝑓 : 𝐼 \ {𝑎} → Rに対し，
𝑓 (𝑥) → −∞ (𝑥 → 𝑎)の定義を述べなさい．

(3) 開区間 𝐼 ⊂ R, 𝑎 ∈ 𝐼, 𝑓 : 𝐼 \ {𝑎} → R に対
し， 𝑓 (𝑥) → 𝐴 (𝑥 → 𝑎 + 0)の定義を述べな
さい．

(4) 𝑓 : R→ Rに対し，𝑓 (𝑥) → 𝐴 (𝑥 → −∞)の
定義を述べなさい．

(5) 𝐼 ⊂ R上の関数 𝑓 : 𝐼 → Rが 𝑥 = 𝑎 ∈ 𝐼 で連続
であることの定義を 𝜀-𝛿論法で述べなさい．

(6) 𝑓 : [𝑎, 𝑏] → Rに対して，Weierstrassの最大
値定理の主張を述べなさい．
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(7) 𝑓 : [𝑎, 𝑏] → Rに対して，中間値の定理の主
張を述べなさい．

(8) 𝑓 : [𝑎, 𝑏] → Rが [𝑎, 𝑏]上一様連続であるこ
との定義を述べなさい．

(9) 𝑓 : R → Rを 𝑓 (𝑥) := −𝑥2 (𝑥 ∈ R)で定め
る．像 𝑓 ([−1, 4])を求めなさい．

(10) arcsin
(
sin

(
7
4
𝜋

))
を求めなさい．

(11) 𝑦 = arctan 𝑥 (𝑥 ∈ R)のグラフの概形を書き
なさい．

(12) lim
𝑥→∞

(
√
𝑥2 + 3𝑥 − 2 − 𝑥)を求めなさい．



(13) lim
𝑥→3

2𝑥2 − 5𝑥 − 3
3𝑥2 − 11𝑥 + 6

を求めなさい．

(14) lim
𝑥→0

1 − cos(3𝑥)
𝑥2 を求めなさい．

(15) lim
𝑥→∞

𝑒−𝑥 sin(𝑥2)を求めなさい．

この下は計算用紙として利用してよい．



以下は計算用紙として利用してよい．採点には一切利用しない．



問題 2.
(𝑥 − 1) sin

(
1

(𝑥 − 1)2

)
→ 0 (𝑥 → 1)となることを 𝜀-𝛿論法で示したい．

(1) (𝑥 − 1) sin
(

1
(𝑥 − 1)2

)
→ 0 (𝑥 → 1)の 𝜀-𝛿論法を用いた定義を述べなさい．

(2) (𝑥 − 1) sin
(

1
(𝑥 − 1)2

)
→ 0 (𝑥 → 1)を 𝜀-𝛿論法を用いて示しなさい．



学生番号 名前
問題 3.

𝑓 : R→ Rを 𝑓 (𝑥) := 𝑥2 − 𝑥 (𝑥 ∈ R)で定義する. 𝑓 が 𝑥 = −1で連続となることを 𝜀-𝛿論法で示したい.
(1) 示すべきこと ( 𝑓 が 𝑥 = −1で連続となることの 𝜀-𝛿論法を用いた定義)を述べなさい．
(2) 𝑓 が 𝑥 = −1で連続となることを 𝜀-𝛿論法で示しなさい.



問題 4.
𝑓 : R→ Rを， 𝑓 (𝑥) := cos 𝑥 (𝑥 ∈ R)で定義する． 𝑓 が R上一様連続であることを示したい．
(1) 示すべきこと ( 𝑓 が R上一様連続であることの定義)を述べなさい．
(2) 𝑓 が R上一様連続であることを示しなさい．なお，𝜃 ∈ Rに対して，| sin 𝜃 | ≤ |𝜃 | は断わりなしに
使ってよい．



以下は計算用紙として利用してよい．採点には一切利用しない．


